
人口と世帯（平成 22 年 2 月 1 日現在）　1,727 世帯　（+1）　男 2,598 人（-8）　女 2,740 人（-5）　計 5,338 人（-13）
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料理・方言 15 　みなさんが生まれた 20 年前、平成元年 10 月１日で村の人口は

6345 人、同年度に生まれた赤ちゃん 79 人でした。20 年後も笑顔

で会えますように。
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広
 報
   「
 か
 た
 し
 な
 」   は

 尾
 瀬
 の
 木
 道
 を
 材
 料
 に
 し
 た
  エ
 コ
 ペ
 ー
 パ
 ー
 を
 使
 用
 し
 て
 い
 ま
 す
 。
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 ／
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デ
ザ
イ
ン
／
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 尾
 瀬
 生
 活
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休日の病院（緊急時）2 月 　3 月

今月の
納期は

納期は 3 月 1 日（月）です
口  座  振  替  の  方  は  事  前  に  残  高  確  認  を  ！

20 日（土）　利根中央病院

21 日（日）　沼田脳神経外科

ゆめか 

命名

将来どんな人になってほしいですか

（父）桑原　国博  （母）綾さん（幡谷）のお子さん

夢叶ちゃん 平成 21年 2月 3日生まれ さん山﨑　聖也
 やまざき　　   せいや

21 歳
昭和 63 年 12 月 7生まれ　　（父）広樹さん　（母）恵子さん

（鎌田）

３．片品をどう思いますか
　自然がいっぱい　お水と空気が美
　味しいとこです。村外から沢山の
　人が来て遊べる場が有るといいと
　思います。若い人達が多く働ける
　仕事場があるといいです。

１．何処へお勤めですか 　
　花咲造林です。

２．趣味は何ですか　
　オートバイに乗ることと
　整備をすることです。

４．村内のおすすめスポットは　
　サエラの駐車場から見る星です。

７．村民の方へメッセージをお願いします
　みんな元気で長生きして下さい。

５．好きな異性のタイプ　
　思いやりがあり、家庭的な人と動物の好きな人です。
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亡
く
な
ら
れ
た
方
７
人

６．目標があれば教えてください　
　バイクレースで優勝。

かのん　・　しおん

華音・詩音ちゃん 平成 21年 3 月 4 日生まれ
（父）梅澤　安次  （母）庸江さん（土出）のお子さん

将来どんな人になってほし
いですか

07 日（日）　利根中央病院

06 日（土）　月夜野病院

命名

28 日（日）　沼田脳神経外科

窓   

口   

か   

ら

平
成
21
年
12
月 

20 

日 

〜

　
　
　
　
　
　

平
成
22
年
1
月
19
日

国 民 健 康 保 険 税

13日（土）　沼田脳神経外科

第 8期

27日（土）　国立沼田病院

14 日（日）　国立沼田病院

“

土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中”

午
前　

8
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

午
後　

12
時
迄

年
始
年
末
を
除
く
毎
週
土
曜
日
、

住
民
課
各
種
証
明
書
発
行
及
び
収

納
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

還
付
金
詐
欺
に
注
意
！

お

め

で

た

お

く

や

み

上の子と同じ夢という漢字を使いたく
てこの名前にしました。

思いやりのある素直で優しい人になっ
てもらいたいです。

音楽の好きな優しい女の子に
なってもらいたくて「音」とい
う字を使って双子ちゃんらしく
似たような響きで名付けました。

元気いっぱいの明るい優しい女
の子になってもらいたいです。

○
星
野　

直　
　

土　

出

　

木
村　

瑞　
　

渋
川
市

★
婚
姻
さ
れ
た
方  

１
組

武
藤　

ヒ
サ
子　

73
歳 

花　

咲

星
野　

秀　

子　

64
歳 

花　

咲

萩
原　

は
な
子　

85
歳 

土　

出

井
上　

太　

一　

83
歳 

御
座
入

飯
塚　

テ
ル
子　

82
歳 

摺　

渕

梅
澤　

兼　

次　

87
歳 

土　

出

石
塚　

ヒ　

チ　

90
歳 

花　

咲

ミ　

ニ　

情　

報

　

社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
等
を
名
乗
り

年
金
の
還
付
手
続
き
や
、
自
治
体
の
職
員
等

を
名
乗
り
税
金
の
還
付
手
続
き
で
あ
る
か

の
よ
う
に
装
っ
て
、Ａ
Ｔ
Ｍ
ま
で
誘
導
し
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
て
、
自
己
の
口
座
か
ら

相
手
方
の
口
座
へ
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る

詐
欺
で
す
。

※

Ａ
Ｔ
Ｍ
＝
カ
ー
ド
・
通
帳
を
用
い
て
払

い
出
し
・
預
け
入
れ
、
ま
た
振
り
込
み
な
ど

を
行
う
装
置
。

「
お
金
を
返
す
か
ら

　
　
　
　

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
け
」
は
詐
欺
！ 

移
住
相
談
会
参
加

　

群
馬
県
主
催
に
よ
る
移
住
相
談
会

が
１
月
15
日
（
金
）
東
京
都
銀
座
の
ぐ

ん
ま
ち
ゃ
ん
家
で
開
催
さ
れ
片
品
村

も
参
加
し
ま
し
た
。

　

30
代
の
男
性
は
就
職
先
の
状
況
、

保
育
園
や
小
学
校
の
位
置
、
冬
の
生

活
な
ど
細
か
な
情
報
収
集
を
し
て
い

か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
定
年
を
間
近
に
し
た
男
性

は
、
夏
は
片
品
村
、
冬
は
東
京
都
と
季

節
ご
と
に
住
居
を
替
え
る
２
地
域
居

住
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

　

相
談
者
は
決
し
て
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
片
品
村
の
魅
力
を

発
信
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）



02

ニュース

広 報 か た し な        H22 . 02

ニュース

03 広 報 か た し な        H22 .02

消
防
団
出
初
式
を
挙
行

祝
成
人
第
62
回
片
品
村
成
人
式

　

１
月
10
日
（
日
）、
第
62
回
片
品
村

成
人
式
が
、
新
成
人
（
該
当
者
72
名

の
う
ち
65
名
が
参
加
）、
来
賓
、
家
族

の
方
々
の
出
席
に
よ
り
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
村
長
式
辞
、
誓
い
の
こ

と
ば
、
来
賓
祝
辞
、
記
念
品
贈
呈
、

答
辞
と
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
、
厳
粛

な
雰
囲
気
の
中
で
、
新
成
人
を
祝
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

誓
い
の
こ
と
ば
で
は
、
男
子
代
表

の
井
上
裕
典
（
ひ
ろ
の
り
）
さ
ん
と
、

女
子
代
表
の
千
明
万
紀
子
（
ま
き
こ
）

さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ

「
成
人
に
な
っ
た
今
、自
分
に
厳
し
く
、

自
分
の
行
動
に
責
任
を
も
た
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
・
・
・
・
近
い
将
来
、

私
た
ち
を
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ま
方
に
恩
返
し
が
出
来

る
こ
と
を
切
望
し
、
期
待
と
希
望
を

胸
に
、
歩
ん
で
い
く
決
意
で
あ
り
ま

す
。」

「
成
人
式
を
節
目
に
、
自
分
と
向
き
あ

い
、
社
会
と
向
き
あ
い
一
人
の
自
立

し
た
責
任
の
持
て
る
大
人
に
な
る
た

め
に
気
を
引
き
締
め
て
歩
ん
で
い
こ

う
と
思
い
ま
す
・
・
・
・
人
生
の
基

盤
と
な
る
こ
の
時
期
を
懸
命
に
生
き
、

将
来
こ
の
片
品
村
を
、
群
馬
を
、
日

本
を
担
っ
て
い
け
る
一
人
の
人
間
と

な
る
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。」

と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
答
辞
で
は
、
原
沢
潤
（
じ
ゅ

ん
）
さ
ん
が
、

「
こ
れ
か
ら
待
ち
か
ま
え
て
い
る
も
の

に
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
分
、

不
安
や
迷
い
を
感
じ
、
立
ち
止
ま
る

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
そ

ん
な
時
こ
そ
自
分
自
身
を
信
じ
て
生

き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
・
・
・
・

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
の
は
間
違

い
な
く
私
達
で
す
。
私
た
ち
に
は
ま

だ
ま
だ
無
限
の
可
能
性
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
可
能
性
を
信
じ
社
会

に
羽
ば
た
い
て
い
き
ま
す
。」

と
述
べ
、
新
成
人
の
堂
々
た
る
態
度

に
、
多
く
の
人
が
感
動
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
新
成
人
が
中
学

時
代
に
お
世
話
に
な
っ
た
、
３
名
の

先
生
方
に
祝
福
の
ご
講
演
を
い
た
だ

き
、
そ
の
後
、
成
人
式
実
行
委
員
会

で
企
画
し
た
「
成
人
式
記
念
ラ
イ
ブ
」

を
行
い
、
今
の
思
い
、
言
葉
で
表
現

で
き
な
い
思
い
を
歌
に
込
め
演
奏
し
、

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
新
成
人
代
表
の
実
行
委
員
と

し
て
協
力
を
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様

を
は
じ
め
、
関
係
者
の
ご
協
力
の
お

か
げ
で
多
く
の
人
が
感
動
す
る
素
晴

ら
し
い
成
人
式
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
６
日
（
水
）
片
品
村
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
消
防
団
出
初
式
を

挙
行
し
、
千
明
村
長
を
始
め
、
入
澤

村
議
会
議
長
、
小
林
沼
田
警
察
署
長
、

今
井
東
消
防
署
長
か
ら
、
日
頃
の
消

防
活
動
に
対
し
労
い
の
言
葉
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

入
澤
団
長
は
年
頭
挨
拶
で
、「
長
い

歴
史
の
中
で
築
か
れ
た
伝
統
あ
る
消

防
精
神
を
忘
れ
ず
、
崇
高
な
職
務
と

い
う
誇
り
を
持
ち
、
今
後
も
訓
練
を

積
み
重
ね
て
い
く
」
と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

敬
老
祝
金
を
支
給

　

人
生
の
祝
年
（
喜
寿
77
・
傘
寿

80
・
米
寿
88
・
卒
寿
90
・
白
寿
99
・

鶴
寿
100
）
を
迎
え
る
村
内
の
お
年
寄

り
１
５
４
人
に
対
し
て
敬
老
祝
金
が

支
給
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
90
歳
以
上
の
お
年

寄
り
19
人
に
対
し
て
は
、
１
月
28
日

千
明
村
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
お
宅
に
伺

い
、
お
祝
い
と
労
い
の
言
葉
を
か
け

ま
し
た
。

　

年
度
内
に
100
歳
を
迎
え
る
方
は
女

性
で
２
名
お
り
、２
月
に
100
歳
に
な
っ

た
、
古
仲
の
星
野
里
可
子
さ
ん
は
、

千
明
村
長
か
ら
祝
い
金
を
手
渡
さ
れ

る
と
し
っ
か
り
と
し
た
口
調
で
お
礼

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

第
37
回
片
品
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー
大
会
兼
小
学
生
総
体
片
品
予
選
会

　

１
月
30
（
土
）
に
第
37
回
片
品
村

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー
大
会
兼
第

33
回
小
学
生
総
体
片
品
予
選
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
は
水
芭

蕉
コ
ー
ス
、ア
ル
ペ
ン
競
技
が
ス
ノ
ー

パ
ル
・
オ
グ
ナ
ほ
た
か
ス
キ
ー
場
で

行
わ
れ
、
両
会
場
で
村
内
各
地
よ
り

91
名
の
選
手
が
集
い
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◇
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー
大
会

☆
大
回
転
男
子

　

優　

勝　

星
野　

隼　

  （
武
小
）

　

準
優
勝　

高
山　

翔　

  （
南
小
）

　

第
３
位　

片
山　

雄
人
（
片
小
）

☆
大
回
転
女
子

　

優　

勝　

星
野
ま
き
子
（
南
小
）

　

準
優
勝　

星
野　

文
花
（
南
小
）

　

第
３
位　

笠
原
友
希
乃
（
片
小
）

☆
距
離
男
子

　

優　

勝　

萩
原　

涼
太
（
北
小
）

　

準
優
勝　

阿
部　

和
麿
（
片
小
）

　

第
３
位　

星
野　

結
輝
（
北
小
）

☆
距
離
女
子

　

優　

勝　

星
野　

琴
音
（
北
小
）

　

準
優
勝　

萩
原
明
日
香
（
北
小
）

　

第
３
位　

鏑
木　

麻
綺
（
北
小
）

☆
距
離
リ
レ
ー
男
子

　

優　

勝　

片
小
北
地
区
Ａ　

　

準
優
勝　

武
尊
根

　

第
３
位　

片
品
北
地
区
Ｂ

☆
距
離
女
子
リ
レ
ー

　

優　

勝　

片
品
北
地
区
Ａ

　

準
優
勝　

花
咲

　

第
３
位　

片
品
北
地
区
Ｂ　

◇
小
学
生
総
体
片
品
予
選
会

☆
大
回
転
男
子
４
年
生　

　

優　

勝　

萩
原　

聖
也
（
北
小
）

　

準
優
勝　

芝
崎　

海
斗
（
片
小
）

　

第
３
位　

星
野　

寛

（
片
小
）

☆
大
回
転
女
子
４
年
生

　

優　

勝　

星
野
な
な
子
（
片
小
）

　

準
優
勝　

萩
原　

想

（
北
小
）

　

第
３
位　

古
屋　

結
子
（
片
小
）

☆
大
回
転
男
子
５
年
生

　

優　

勝　

片
山　

雄
人
（
片
小
）

　

準
優
勝　

金
井
健
太
郎
（
片
小
）

　

第
３
位　

新
井　

大
輔
（
片
小
）

☆
大
回
転
女
子
５
年
生

　

優　

勝　

笠
原
友
希
乃
（
片
小
）

　

準
優
勝　

佐
藤　

真
子
（
片
小
）

　

第
３
位　

萩
原　

涼
葉
（
北
小
）

☆
大
回
転
男
子
６
年
生

　

優　

勝　

高
山　

翔

（
南
小
）

　

準
優
勝　

大
竹　

七
勢
（
片
小
）

　

第
３
位　

星
野　

大
輝
（
片
小
）

☆
大
回
転
女
子
６
年
生

　

優　

勝　

星
野
ま
き
子
（
南
小
）

　

準
優
勝　

光
井　

薫
乃
（
北
小
）

　

第
３
位　

八
須
賀
芽
衣
（
南
小
）

☆
距
離
男
子
４
年
生

　

優　

勝　

千
明
諒
之
介
（
武
小
）

　

準
優
勝　

萩
原　

翔　

  （
北
小
）

　

第
３
位　

萩
原　

一
貴
（
北
小
）

☆
距
離
女
子
４
年
生

　

優　

勝　

星
野　

琴
音
（
北
小
）

　

準
優
勝　

鏑
木　

麻
綺
（
北
小
）

　

第
３
位　

吉
野
実
穂
佳
（
北
小
）

☆
距
離
男
子
５
年
生

　

優　

勝　

芝
崎　

文
哉
（
片
小
）

　

準
優
勝　

梅
澤　

昂
生
（
北
小
）

　

第
３
位　

萩
原　

一
洋
（
北
小
）

☆
距
離
女
子
５
年
生

　

優　

勝　

宮
崎
こ
ゆ
き
（
南
小
）

☆
距
離
男
子
６
年
生

　

優　

勝　

萩
原　

涼
太
（
北
小
）

　

準
優
勝　

阿
部　

和
麿
（
片
小
）

　

第
３
位　

星
野　

結
輝
（
北
小
）

☆
距
離
女
子
６
年
生

　

優　

勝　

萩
原
明
日
香
（
北
小
）

　

準
優
勝　

星
野　

早
紀
（
南
小
）

　

第
３
位　

松
井　

麻
衣
（
片
小
）

以
上
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　　

ア
ル
ペ
ン
競
技
会
場
の
ス
ノ
ー
パ

ル
・
オ
グ
ナ
ほ
た
か
ス
キ
ー
場
様
、

両
競
技
会
場
の
関
係
役
員
の
皆
様
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

第
40
回
利
根
郡
子
ど
も
会　

上
毛
か
る
た
大
会

答辞の原沢　潤さん

華やかなステージだった

笑顔の里可子さん

　

１
月
31
日
（
日
）
利
根
郡
子
ど
も

会
上
毛
か
る
た
大
会
が
川
場
村
武
道

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
郡
内
の
優
良
子

ど
も
会
及
び
育
成
功
労
者
表
彰
が
行

わ
れ
、
第
３
区
子
ど
も
会
と
千
明
和

子
さ
ん（
摺
渕
）が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
子
ど
も
会
へ
の
ご
指
導
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

大
会
は
、
小
学
生
低
学
年
個
人
で

出
場
し
た
「
星
野
琴
音
さ
ん
」、
中
学

生
団
体
で
出
場
し
た
「
第
６
区
子
ど

も
会
」
が
優
勝
、
小
学
生
低
学
年
団

体
で
出
場
し
た
「
第
８
区
子
ど
も
会
」

が
準
優
勝
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
学
生
低
学
年
個
人

　

優　

勝　

星
野　

琴
音
（
土
出
）

小
学
生
高
学
年
個
人

　

第
６
位　

梶
原　

千
鶴
（
鎌
田
）　

　
　小

学
生
低
学
年
団
体

　

準
優
勝　

第
８
区
子
ど
も
会

　
　
　
　
　

星
野　

洋
哉

　
　
　
　
　

大
竹　

悠
介

　
　
　
　
　

千
明
龍
之
佑

小
学
生
高
学
年
団
体

　

第
５
位　

花
咲
子
ど
も
会

　
　
　
　
　
　

星
野
ま
き
子

　
　
　
　
　
　

宮
田　

春
香

　
　
　
　
　
　

星
野　

早
紀

　
　
　
　
　
　

星
野　

文
花

中
学
生
団
体

　

優　

勝　

第
６
区
子
ど
も
会

　
　
　
　
　
　

梅
澤　

鈴
香

　
　
　
　
　
　

吉
野　

瑞
季

　
　
　
　
　
　

星
野
詩
央
里

　

出
場
し
た
選
手
、
大
会
運
営
に
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
地
区
役
員
・
本

部
役
員
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　

な
お
、
優
勝
し
た
個
人
、
団
体
の

選
手
は
２
月
７
日
（
日
）
前
橋
ぐ
ん

ま
武
道
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
県
大
会

に
、
利
根
郡
代
表
と
し
て
出
場
い
た

し
ま
し
た
。

（
教
育
委
員
会
）中学生団体の部優勝の 6区子ども会
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わが 家 の 自 慢 料 理
野菜おこわ 作成者　　幡谷　三浦　みつ子　さん

材料

○１人分の栄養価     ｴﾈﾙｷﾞｰ:315Kcal　　たんぱく質：10.2ｇ　　脂質：3.4ｇ　　食塩：1.4ｇ

作り方

～もち米を使った料理～

・炊き上がったもち米を具と混ぜ、さらに蒸すことで、ご飯に味がしっかり付きます。
・夏に採れるパプリカは、生のまま細切りにし、1回分ごとに小分けし、冷凍にしておくと便利です。

◇ワンポイント

（8～ 10 人分）

か
ち
こ
・
か
ち
く

片  

品  

�  

方  

言  
23

「
こ
そ
っ
ぺ
ー
」
こ
と
を
言
う

　

真
っ
白
な
雪
原
、
二
月
下
旬
頃
に
な
る
と
日
差
し
も
大
分
強
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
日
差
し
受
け
て
雪
原
の
表
面
が
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
状
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
夜
間
は
、

ま
だ
ま
だ
冷
え
込
み
ま
す
。

　

そ
の
明
け
方
、
一
番
気
温
の
下
が
る
時
間
帯
か
ら
午
前
十
時
頃
ま
で
で
し
ょ
う
か
、
そ

の
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
状
に
な
っ
た
表
面
が
凍
っ
て
、
カ
チ
カ
チ
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
状
態
を
「
か
ち
こ
」
又
「
か
ち
く
」
と
い
い
ま
す
。
表
面
は
凍
っ
て
ザ
ラ
メ
状
の

粒
子
に
な
り
ま
す
か
ら
、
大
人
た
ち
が
歩
い
て
も
ま
る
で
舗
装
道
路
の
上
を
歩
く
よ
う
に

ど
こ
で
も
歩
け
る
の
で
す
。
勿
論
、
子
供
た
ち
は
「
か
ち
こ
」「
か
ち
く
」
に
な
っ
て
い
る

朝
は
大
好
き
で
す
。
何
し
ろ
畑
で
も
、
田
ん
ぼ
で
も
、
原
っ
ぱ
で
も
何
処
で
も
歩
け
る
か

ら
で
す
。

　

特
に
通
学
生
徒
に
は
、
最
短
距
離
を
歩
く
こ
と
が
出
来
る
の
で
楽
し
み
で
す
。

近
年
は
除
雪
も
良
く
な
り
、
又
車
で
送
迎
家
庭
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
多
く
の
人
た

ち
が
こ
の
時
期
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
か
ち
こ
」「
か
ち
く
」
の
語
源
は
、
硬
い
状
態
を
表
す
「
か
ち
か
ち
」
が
「
か
ち
ん
こ
」

と
な
り
「
か
ち
こ
」
に
転
訛
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。「
か
ち
く
」
は
「
か
ち
こ
」
の
更
に
「
変

化
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。

　

一
年
中
で
も
限
ら
れ
た
時
期
し
か
出
来
な
い
自
然
の
恩
恵
「
か
ち
こ
」「
か
ち
く
」
を
楽

し
ん
で
見
ま
し
ょ
う
。
但
し
、
川
な
ど
に
は
充
分
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

　
「
今
日
は
『
こ
そ
っ
ぺ
ー
』
こ
と
を
言
わ
な
き
ゃ
な
ん
ね
ー
ん
（
な
ら
な
い
）
だ
け
ど
」

「
こ
そ
っ
ぺ
ー
」
と
は
、
言
い
に
く
い
こ
と
。
砂
を
噛
む
よ
う
な
、「
ざ
ら
ざ
ら
」
し
た
様

な
思
い
の
事
を
い
い
ま
す
。
他
に
も
、
こ
の
紙
は
馬
鹿
に
「
こ
そ
っ
ぺ
ー
」
な
あ
。
と
か
、

こ
の
粉
は
、
い
や
に
「
こ
そ
っ
ぺ
ー
」
な
あ
。
な
ど
と
使
わ
れ
ま
す
。「
す
べ
す
べ
」
の
対

語
で
す
。　
　

語
源
は
、
古
語
の
「
こ
そ
ば
ゆ
・
し
」
が
転
訛
し
た
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。「
く
す
ぐ
っ
た
い
」
も
「
ざ
ら
ざ
ら
」
も
「
す
べ
す
べ
」
も
皮
膚
の
感
覚
か
ら
も
の

で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
す
。

　
「
こ
そ
っ
ぺ
ー
」
も
皮
膚
の
感
覚
が
基
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
品
村
文
化
財
調
査
委
員　
　

大
竹　

将
彦

①干ししいたけは、水で戻しておく。

②大豆は浸さずＢの調味料で柔らかくなる　まで煮る。

③ごぼう、人参は薄いいちょう切り、しいたけは細切りにする。

④③の材料を鍋に入れＡの調味料を加え、味がしみ込む
　まで煮ておく。

⑤パプリカは１㎝角の細切りにし、さっと湯　
　通ししておき、仕上げの飾り用を少し取っ
　ておく。

⑥もち米を 40 分程蒸し、蒸し上がったら②、
　④とパプリカを混ぜ、更に５分程蒸す。
　
⑦器に盛り、飾り用のパプリカをのせて出来
　上がり。

Ａ

Ｂ

・・・・・・・４合
・・・・・・100ｇ
・・・・・・・100ｇ

・・・・40ｇ
・300cc

・・・・・大さじ１
・・・大さじ１
・・・・大さじ１

・・・・・・・・少々
・・・・・・・140ｇ
・・・・・・・・500cc

・・・大さじ２
・・・・・大さじ２
・・・・小さじ１

・・・・・・・・少々
・・・・・170ｇ

もち米
ごぼう
人参
干しいたけ
干シイタケ戻し汁
砂糖
しょうゆ
みりん
塩
大豆
水
しょうゆ
砂糖
みりん
塩
パプリカ
( 飾り用 赤･黄 )

・糖質が主成分で、たんぱく質、脂質、ビタミン、ミネラル、食物繊維を含みます。また、もち米は体
　を温める作用があります。

◇もち米の効能

　

１
月
12
日(

火)

、文
化
庁
の「
学
校

へ
の
芸
術
家
等
派
遣
事
業
」
と
し

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン･

ヴ
ィ
オ
ラ･

チ
ェ
ロ
の
三
重
奏
が
改
修
さ
れ
た
片
中
体
育
館
に
響
き
渡
り
ま
し
た

平
成
21
年
度　

第
44
回
県
中
学
校
総
体　

第
57
回
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
結
果

　

１
月
17
日（
日
）〜
19
日（
火
）に
か

け
て
、
標
記
大
会
が
ア
ル
ペ
ン
が
ホ

ワ
イ
ト
ワ
ー
ル
ド
尾
瀬
岩
鞍
、
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
が
水
上
高
原
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、

片
品
中
学
校
ス
キ
ー
部
も
出
場
し
、

上
位
入
賞
を
果
た
し
た
選
手
が
２
月

３
日（
水
）〜
６
日（
土
）に
か
け
て
岩

手
県
八
幡
平
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国

中
学
校
ス
キ
ー
大
会
へ
の
切
符
を
手

に
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ア
ル
ペ
ン　

回
転
女
子

第
２
位　
　

横
坂　

直
美（
２
年
）

第
１
０
位　

入
澤　

澄
玲（
２
年
）

て
、
ま
た
、
片
中
体
育
館
の
大
規
模
改

修
工
事
の
完
成
を
記
念
し
て
、
音
楽

会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

の
中
村
静
香
先
生
、ヴ
ィ
オ
ラ
の
森

口
恭
子
先
生
、
チ
ェ
ロ
の
上
朱
可
里

（
う
え
あ
か
り
）
先
生
に
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

演
奏
曲
は
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
の

「
ユ
ー
モ
レ
ス
ク
」
を
は
じ
め
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
な
ど

数
曲
。途
中
で
、
楽
器
の
紹
介
や
音
楽

の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
の
お
話
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

体
育
館
の
フ
ロ
ア
で
、
演
奏
者
を

囲
み
、
す
ぐ
近
く
で
聴
く
こ
と
が
で

き
、
音
の
大
き
さ
や
響
き
、
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

・
今
日
は
ヴ
ァ
オ
リ
ン
や
ヴ
ィ
オ
ラ
、

チ
ェ
ロ
の
す
ば
ら
し
い
演
奏
や
貴
重

な
お
話
し
を
聴
け
て
本
当
に
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

・
す
ご
い
な
あ
！ 

す
ご
い
な
あ
！
っ

て
思
い
ま
し
た
。か
っ
こ
い
い
で
す

よ
ね
。あ
あ
い
う
の
感
動
し
ま
し
た
。

・
今
日
の
鑑
賞
会
は
楽
し
か
っ
た
で

す
。生　

で
聴
く
と
と
て
も
迫
力
が

あ
り
ま
し
た
。　

最
後
の
ア
ン
コ
ー

ル
曲
は
僕
も
知
っ
て
い　

る
曲
だ
っ

た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

　

中
村
先
生
は
毎
年
夏
に
、
片
品
で

門
下
生
の
合
宿
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
、

そ
の
成
果
発
表
会
を
文
化
セ
ン
タ
ー

で
公
開
し
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
中

村
先
生
自
身
も
演
奏
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
。今
年
の
夏
も
実
施
す
る
予
定

と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
（
片
品
村
教
育
委
員
会
）

第
１
２
位　

金
井　

美
憂（
２
年
）

第
１
５
位　

新
井　

智
恵（
２
年
）

第
１
６
位　

新
井　

美
恵（
１
年
）

　

※

上
位
４
位
ま
で
が
全
中
出
場

回
転
男
子

第
２
位　
　

大
竹　

素
直（
３
年
）

第
３
位　
　

歸
山　

駿
斗（
３
年
）

第
４
位　
　

星
野　

尊
斗（
３
年
）

第
６
位　
　

金
子　

友
也（
３
年
）

第
８
位　
　

萩
原　

雄
太（
３
年
）

第
１
３
位　

千
明　

聖
耶（
２
年
）

　

※

上
位
５
位
ま
で
が
全
中
出
場

大
回
転
女
子

第
７
位　
　

横
坂　

直
美（
２
年
）

第
８
位　
　

古
屋　

花
子（
２
年
）

第
１
１
位　

新
井　

智
恵（
２
年
）

第
１
２
位　

入
澤　

澄
玲（
２
年
）

第
１
３
位　

金
井　

美
憂（
２
年
）

第
１
６
位　

新
井　

美
恵（
１
年
）

　

※

上
位
４
位
ま
で
が
全
中
出
場

大
回
転
男
子

第
４
位　
　

金
子　

友
也（
３
年
）

第
８
位　
　

大
竹　

素
直（
３
年
）

第
９
位　
　

星
野　

尊
斗（
３
年
）

第
１
２
位　

歸
山　

駿
斗（
３
年
）

第
１
４
位　

萩
原　

雄
太（
３
年
）

第
１
５
位　

片
山　

一
希（
３
年
）

　

※

上
位
５
位
ま
で
が
全
中
出
場

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー　

フ
リ
ー
女
子

第
２
位　
　

星
野
あ
す
実（
２
年
）

第
３
位　
　

入
澤　

美
有（
３
年
）

第
５
位　
　

小
須
田　

梓（
３
年
）

第
１
０
位　

笠
原
智
絵
美（
３
年
）

　

※

上
位
７
位
ま
で
が
全
中
出
場

フ
リ
ー
男
子

第
２
位　
　

小
笠
原
鯨
太（
２
年
）

第
６
位　
　

芝
﨑　

博
崇（
２
年
）

第
８
位　
　

横
坂　

直
樹（
１
年
）

　

※

上
位
６
位
ま
で
が
全
中
出
場

ク
ラ
シ
カ
ル
女
子　

第
２
位　
　

入
澤　

美
有（
３
年
）

第
３
位　
　

小
須
田　

梓（
３
年
）

第
４
位　
　

星
野
あ
す
実（
２
年
）

第
６
位　
　

笠
原
智
絵
美（
３
年
）

　

※
上
位
７
位
ま
で
が
全
中
出
場

ク
ラ
シ
カ
ル
男
子

第
２
位　
　

小
笠
原
鯨
太（
２
年
）

第
３
位　
　

芝
﨑　

博
崇（
２
年
）

第
５
位　
　

横
坂　

直
樹（
１
年
）

　

※

上
位
６
位
ま
で
が
全
中
出
場

　

全
中
出
場
の
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た

選
手
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。大
会
で
は
応
援
し
て
く

れ
る
皆
さ
ん
に
感
謝
の
心
を
こ
め
て

又
、
片
中
、
県
の
代
表
と
し
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

岩
手
で“

片
中
旋
風”

を
！
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教育・生涯学習
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教育委員会　3 月の諸行事
☆生涯学習・社会体育関係
・県小学生総体スキー競技会
　　　( 水上会場 )
・県スポーツ少年団スキー交流大会
　　　( 嬬恋会場 )
・区対抗スキー大会
　　　兼片品スキー選手権大会

☆学校関係
・かたしな教育の日
　「特色ある教育活動」交流会
・中学校卒業証書授与式
・小学校卒業証書授与式
・修了式
・学年末休業日
　「特色ある教育活動」交流会は、各学校の取組を
先生方が発表します。どなたでもご覧になれます
ので、ぜひご来場下さい。
会場：片品村文化センター会議室
時刻：午後３時～午後５時

◇片小
・ＰＴＡ役員会議④
・6年生を送る会・学級懇談会
・読み聞かせ
・友遊クラブ
　６年生を送る会は、午前１０時開始です。同日
午後は、授業参観・懇談会を予定しています。

◇北小 
・学校公開日･6 年生を送る会
　　PTA 総会･学年懇談会等
・6年生謝恩清掃
・PTA 本部役員会⑧
 　6 年生を送る会は、ぜひ多くの地域の方にも見
にきていただきたいと思います。

◇南小 
・PTA 年度末役員会等
・6年生を送る会
・新入生保護者入学説明会
　お世話になった６年生に見てもらうために劇や
合奏を練習しています。皆さんもどうぞ、見に来
てください！

◇武尊根小 
・6年生を送る会
・桜花苑交流③
・PTA 総会
　お世話になった６年生に感謝の気持ちを表す「６
年生を送る会」を行います。心を込めて演じます。
地域の方もご来場ください。

◇片中       
・生徒総会
・同窓会入会式
　卒業の時季を迎えました。３年生は新たな出発
です。地域の方々にはこれからも温かく見守って
いただければと思います。

6 日 ( 土 )･ 7 日 ( 日 )

　　　13 日 ( 土 )･14 日 ( 日 )

　　中旬

3日 ( 水 )
12 日 ( 金 )
25 日 ( 木 )
26 日 ( 金 )

27 日 ( 土 ) ～
　

2日 ( 火 )
5 日 ( 金 )
10 日 ( 水 )
17 日 ( 水 )

　

　　4日 ( 木 )
17 日 ( 水 )
25 日 ( 木 )

2 日 ( 火 )
5 日 ( 金 )
 9 日 ( 火 )

　

5 日 ( 金 )
9 日 ( 火 )
18 日 ( 木 )

4 日 ( 木 )
11 日 ( 木 )

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ?
そのときは彼によろしく

＊午後１時 30 分～５時 30 分開室
＊       はお休みです。

図 書 室 カレンダー   3 月

誰もが誰かとつながっている。そしてつながっていたいと
思っている。世の中には様々なつながりでできることがたく
さんある。
それが生きているってことなのでは・・・

「いま、会いにゆきます」で話題の著者が書いた小さな人生
の大きな幸せの物語です。

市川　拓司　小学館

※　予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

月 火 水 木 金 土日

I can’ t believe it’ s already February!  

January went by in a flash, and now we are 

approaching the most romantic holiday of the 

year known as Valentine’ s Day.  In the USA, on this day many 

people exchange special love notes and candy.  We often say 

“Be my Valentine” to the person we love.  We don’ t have a day 

like White Day, so both men and women participate.  Whether 

you are in Japan or the US, however, Valentine’ s Day is a fun 

day for spending time with someone you care about.  Even if 

you don’ t have a boyfriend or girlfriend, now is the perfect 

time to let someone you like know how you feel.

     

いよいよ２月になりました！１月があっという間に過ぎて、い

よいよ１年で一番ロマンチックな日、ヴァレンタインデーが近

づいてきました。アメリカでは、この日には多くの人が特別な

ラブノートやお菓子を交換して、愛している人に「Be my 

Valentine」と言います。ホワイトデーのような日がないので、

男性と女性はお互いに交換し合います。アメリカにいても、日

本にいても、ヴァレンタインデーは恋人と一緒に楽しい１日を

過ごすための日です。彼氏や彼女がいなくても、今は好きな人

に自分の気持ちを伝えてみる、丁度いい時期だと思います。

ブライアン通信

Valentine’ s Day

ヴァレンタインデー

1 2 3 4 5
7

6
8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

 
地
域
ふ
れ
あ
い
書
き
初
め
大
会　

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ

う
に
、
体
育
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
、
明
る
く
暖
か
い
中
で
の
大
会
と

な
り
、
生
徒
も
今
ま
で
と
は
ま
た
違

う
新
鮮
な
気
持
ち
で
取
り
組
め
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

  

ま
た
、
地
域
ふ
れ
あ
い
と
い
う
行

事
名
の
と
お
り
、
今
年
も
村
文
化
協

会
書
道
部
の
方
々
と
ふ
れ
あ
い
、
い

い
緊
張
感
の
な
か
筆
を
運
ば
せ
て
い

ま
し
た
。

１
年
生
は
「
世
界
遺
産
」

２
年
生
は
「
理
想
の
実
現
」

３
年
生
は
「
未
知
へ
の
挑
戦

　

生
徒
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
文

字
に
思
い
を
込
め
て
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し

た
。

  

終
了
後
、
書
道
部
の
方
々
に
審
査

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、「
い
い

作
品
が
そ
ろ
い
審
査
に
苦
慮
し
た
」

と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

こ
れ
か
ら
、三
年
生
は
ま
さ
に
「
未

知
へ
の
挑
戦
」
の
ご
と
く
進
路
を
決

め
る
大
事
な
時
季
で
す
。
一
筆
一
筆

に
込
め
た
真
剣
な
気
持
ち
を
一
人
一

人
の
生
徒
が
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

  

こ
れ
か
ら
も
書
道
部
の
方
々
の
協

力
を
得
な
が
ら
片
品
中
の
伝
統
的
な

行
事
と
し
て
続
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。　
　
（
片
品
中
学
校
）

　

毎
年
恒
例
の
「
地
域
ふ
れ
あ
い
書

き
初
め
大
会
」
を
去
る
１
月
12
日

(

火)

に
行
い
ま
し
た
。

 

ミ
ズ
キ(

水
木)

を
削
っ
て
小
正
月
の
飾
り
を
作
り
ま
し
た

　

１
月
９
日(

土)

、
花
の
駅
片
品

に
お
い
て
、伝
統
文
化
体
験
教
室「
小

正
月
の
飾
り
を
作
ろ
う
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
ミ
ズ
キ
の
棒
を
削
っ
て

木
花
を
作
り
ま
し
た
。
削
り
方
は
、

星
野
清
七
さ
ん
ほ
か
数
名
の
講
師
の

方
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
ま
ず
実
際
に
や
っ
て

み
て
、
講
師
の
作
っ
た
も
の
と
比
べ

な
が
ら
、
何
度
も
挑
戦
し
、
次
第
に

上
手
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
木
花
を
繭
玉
と
一
緒
に
ミ

ズ
キ
の
枝
に
飾
り
完
成
で
す
。

　

毎
年
、
花
の
駅
片
品
で
実
施
し
て

い
る
活
動
を
、
今
年
は
伝
統
文
化
を

継
承
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
教
育
委

員
会
も
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
体
験
活
動

を
計
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
片
品
村
教
育
委
員
会
）

広 

報 

文 

芸　

片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
二
年
一
月
俳
句
会

　
　
　
　
　

鎌　

田　

中
村　

導
子

と
そ
汲
め
ば
笑
顔
で
応
ふ
母
白
寿

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

光
子

必
勝
の
鉢
巻
上
毛
カ
ル
タ
会

　
　
　
　
　

摺　

渕　

木
村　

佳
江

降
る
雪
に
声
の
乱
れ
し
鳶
舞
へ
り

　
　
　
　
　

鎌　

田　

渡
辺　

和
昭

小
鳥
来
る
盧
花
終
焉
の
出
湯
の
宿

　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

初
富
士
や
箱
根
駅
伝
テ
レ
ビ
旅

　
　
　
　
　

鎌　

田　

松
井
亜
作
枝

世
界
へ
と
遼
君
飛
翔
の
年
新
た

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野
ト
ミ
エ

夢
に
さ
め
父
母
し
の
ぶ
柿
す
だ
れ

　
　
　
　
　

鎌　

田　

吉
野　

道
子

賜
わ
り
し
伏
見
の
美
酒
や
年
祝
う

　
　
　
　
　

鎌　

田　

萩
原
キ
ヨ
子

枯
葉
に
は
吹
か
る
る
行
方
あ
る
ご
と
し

　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

短
日
や
点
滴
落
ち
る
お
そ
い
か
な

　
　
　
　
　

花　

咲　

戸
丸　

好
夫

松
が
枝
に
霏
霏
な
る
雪
や
夕
日
さ
す

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

歌
子

日
向
ぼ
こ
過
去
を
背
中
に
懐
か
し
む

　
　
　
　
　

摺　

渕　

星
野　

カ
ツ

蜜
柑
む
く
小
さ
き
指
の
愛
ら
し
き

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

康
一

清
流
も
凍
滝
と
な
り
鳥
の
声

　
　
　
　
　

摺　

渕　

千
明　

政
夫

産
土
の
に
ぎ
わ
う
ひ
と
時
賀
詞
交
わ
す

武
尊
根
小
学
校　

文
章
教
室

　
　
　
　
　

四
年　

千
明
諒
之
介

ひ
ぐ
ら
し
と
友
に
夕
日
が
さ
っ
て
い
く

　
　
　
　
　

四
年　

三
浦　

紗
加

さ
く
ら
の
木
す
ぐ
に
花
ち
る
さ
び
し
い

な
　
　
　
　
　

四
年　

星
野　

海
尊

か
き
氷
こ
こ
さ
い
き
ん
は
食
べ
て
な
い

　
　
　
　
　

四
年　

千
明　

慎
也

赤
と
ん
ぼ
秋
の
夕
日
に
飛
ん
で
い
く

　
　
　
　
　

五
年　

星
野　

莉
玖

武
尊
山
赤
く
そ
ま
っ
て
き
れ
い
だ
な

　
　
　
　
　

五
年　

千
明　

和
真

朝
一
の
つ
め
た
い
風
が
み
に
し
み
る

　
　
　
　
　

六
年　

星
野　

紗
穂

風
に
の
り
木
々
の
こ
ど
う
が
聞
え
て
る

　
　
　
　
　

六
年　

星
野　

隼

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ゆ
ら
ゆ
ら
ゆ
れ
て
歌
っ

て
る

　
　
　
　
　

六
年　

三
浦　

怜
奈

ま
ど
ぎ
わ
で
俳
句
を
歌
う
独
り
言

　
　
　
　
　

六
年　

井
上　

光
美

風
ふ
い
て
幸
福
ね
が
っ
て
桜
と
る

　
　
　
　
　
　
　
　

千
明　

政
夫

さ
わ
や
か
に
文
章
教
室
子
等
の
笑
み
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お 

し 

ら 

せ

防
災
無
線
戸
別
受
信
機
の
無
償
更
新

（
交
換
）
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
の
皆
様
へ
巡
回

相
談
を
実
施
し
ま
す

相　
　
　

談

　

村
で
は
、
非
常
災
害
時
そ
の
他
緊

急
事
項
の
連
絡
や
地
域
諸
情
報
等
の

提
供
手
段
と
し
て
、
昭
和
63
年
度
か

ら
防
災
無
線
の
戸
別
受
信
機
を
各
世

帯
に
設
置
（
貸
与
）
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
す
で
に
20
年
以
上
経
過

し
て
い
る
受
信
機
が
多
く
、
更
新
す

る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
各
世
帯
及

び
各
事
業
書
等
に
設
置
し
て
い
る
戸

別
受
信
機
を
す
べ
て
無
償
更
新
（
交

換
）
い
た
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
各
世
帯
等
へ
業

者
が
戸
別
受
信
機
設
置
に
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
は
外
部
ア
ン
テ
ナ
の
修
理
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
更
新
期
間
内
に
業
者
が
伺

わ
な
い
場
合
や
不
明
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
役
場
総
務
課
へ
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

※

注　

各
世
帯
と
は
村
の
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
世
帯
（
１

世
帯
１
台
の
み
）

●
更
新
（
交
換
）
期
間

・
平
成
22
年
１
月
25
日
〜 

３
月
18
日

●
作
業
内
容

・
戸
別
受
信
機
更
新
（
交
換
）

【応募資格】　失業中の方で、軽易な事務のできる方
※失業者であることが証明できるものの提出を求めます
　( 履歴書、職務経歴書等）
【賃　　金】　時給 850 円　社会保険・雇用保険加入
【雇用期間】　平成 22 年４月１日から平成 22 年 9月 30 日まで
但し、1回に限り更新可能（最長 平成 23 年 3月 31 日）
【職　　種】

【応募期間】　
平成 22 年 2月 10 日 ( 水 ) ～平成 22 年 2月 25 日（木）
【申込・問合せ先】　
所定の申込書と市販の履歴書（写真貼付）に必要事項を記入のう
え総務課へ提出してください。　☎（58）2111

　「緊急雇用創出基金事業」は県に創設された基金を財源に、離職
を余儀なくされた非正規労働者や中高年齢者の失業者に対して、次
の雇用までの短期の雇用・就業の機会を創出することを目的に実施
する事業です。片品村においても以下のとおり募集します。

●
作
業
業
者

・
日
立
国
際
電
気
（
株
）

・（
有
）
梅
沢
電
気
商
会

●
問
合
せ
先

　

総
務
課　

防
災
無
線
係

　
　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
１

　

群
馬
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
障
害
の
巡
回
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す

の
で
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
申
し
込
み

を
し
て
下
さ
い
。

●
日　

時　

３
月
10
日
（
水
）

　

受
付
は
午
前
10
時
〜
12
時

●
相
談
会
場

　

沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※

会
場
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

在
宅
訪
問
診
査
も
可
能
で
す
の
で
申

し
込
み
の
際
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
内
容　

・
障
害
に
関
す
る
整
形
外
科
相
談

・
義
肢
・
装
具
・
車
い
す
な
ど
の
補

装
具
、
自
立
支
援
医
療
（
更
生
医
療
）

給
付
要
否
判
定

●
持 

ち 

物

　

①
印
鑑　

②
身
体
障
害
者
手
帳

●
申
し
込
み

　

保
健
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
５

　　

片
品
村
で
は
の
臨
時
職
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
職
種
及
び
募
集
人
員

　

保
育
士　

若
干
名

　

保
育
所
公
仕
・
調
理
員　

若
干
名

●
応
募
資
格

　

片
品
村
住
民
で
あ
る
こ
と
。

　

た
だ
し
、
保
育
士
に
つ
い
て
は
保

育
士
の
資
格
を
有
す
る
も
の
又
は
平

成
22
年
４
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
者

で
あ
る
こ
と
。

●
賃　

金

　

片
品
村
の
規
定
に
よ
る
。

●
雇
用
期
間

　

平
成
22
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
23
年
３
月
31
日

●
応
募
期
間

　

平
成
22
年
２
月
10
日
（
水
）
か
ら

２
月
25
日(

木)

ま
で
の
祝
祭
日
を
除

く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で

●
申
込
み
方
法

　

臨
時
職
員
採
用
申
込
書
に

　

履
歴
書
、
健
康
診
断
書
、
資
格
証

明
書
（
保
育
士
の
み
）
を
添
え
て
、

募　
　
　

集

平
成
22
年
度

片
品
村
臨
時
職
員
募
集

役
場
総
務
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

●
詳
し
く
は
総
務
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
１

　

片
品
村
で
は
役
場
宿
直
業
務
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員　

２
名

●
業
務
内
容　

　

片
品
村
役
場
の
宿
直
業
務
の
委
託    

　
　
　
　
　
　
　
（
交
代
制
に
よ
る
）

　

夕
方
５
時
15
分
か
ら
翌
朝
８
時
30

分
ま
で

●
応
募
資
格

　

片
品
村
住
民
で
あ
り
健
康
な
者

●
委
託
料

　

片
品
村
の
規
定
に
よ
る

●
委
託
期
間

　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
23
年
３
月
31
日

●
応
募
期
間

　

平
成
22
年
２
月
10
日
（
水
）
か
ら

２
月
25 
日(

木)

ま
で
の
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

●
申
込
み
方
法

　

役
場
宿
直
業
務
員
申
込
書
に
履
歴

書
、
健
康
診
断
書
を
添
え
て
、
役
場

総
務
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

●
詳
し
く
は
総
務
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
１

役
場
宿
直
業
務
員
募
集

募集人数

1

1

1

3

4

業務内容

むらづくり観光課
事務補助

群馬ﾃﾞｨｽﾃｨﾈｰｼｮﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ等の
観光振興業務

月曜日～金曜日
8:30～17:15
祝日除く 

(1ヶ月20日程度)

高齢者福祉業務

図書の整理と一元管理に向け
た業務

村史の編纂に伴う資料の収
集・整理業務

保健福祉課
事務補助

教育委員会事務
補助（図書室）

職　　種 勤務時間

放課後や夏期休暇における学
童指導業務

教育委員会事務
補助（村史編纂）

かたしな子ども
学校事業

平日４時間
夏期休暇7時間45分

「緊急雇用創出基金事業」に係わる
片品村臨時職員の募集について

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
65
歳
で
届
け
出
が
必
要
で
す

年　

金　

だ　

よ　

り

　

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は
65

歳
に
な
る
と
受
給
権
が
消
滅
し
、
65

歳
か
ら
は
新
た
に
老
齢
基
礎
年
金
と

老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

手
続
き
に
必
要
な
書
類
（「
国
民

年
金
・
厚
生
年
金
保
険
老
齢
給
付
裁

定
請
求
書
」・
ハ
ガ
キ
様
式
）
は
、

65
歳
に
な
る
誕
生
月
の
初
め
頃
（
１

日
生
ま
れ
の
方
は
前
月
の
初
め
頃
）

に
年
金
事
務
所
か
ら
送
ら
れ
ま
す
の

で
、
こ
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
誕
生
月
の
末
日
（
１
日
生
ま
れ

の
方
は
前
月
の
末
日
）
ま
で
に
年
金

事
務
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

手
続
き
が
完
了
す
る
と
「
国
民
年

金
・
厚
生
年
金
保
険
裁
定
通
知
書
・

支
給
額
変
更
通
知
書
」
が
送
ら
れ
ま

す
が
、
年
金
証
書
は
あ
ら
た
め
て
発

行
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ま
で
の

年
金
証
書
を
引
き
続
き
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
国
民
年
金
・
厚
生

年
金
保
険
老
齢
給
付
裁
定
請
求
書
に

同
封
さ
れ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

聴覚障害者手話通訳者養成講座について
1/6 関東高校群馬県予選会（軽井沢）
（男子大回転）４位三浦右京　（女子大回転）５位植田美菜
1/11 群馬県ジュニアスキー大会（スノーパーク尾瀬戸倉）
（低学年女子）６位　大竹珠李
（低学年男子）準優勝　星野塁飛　６位内田悠太
（中学生女子）準優勝　横坂直美
（中学生男子）準優勝　金子友也　４位帰山駿斗
1/11 ～第 83 回 全日本学生スキー選手権大会（長野県白馬村）
（女子１部スプリント）５位　笠原千裕
（同５kmクラシカル）準優勝　笠原千裕　
（同 10ｋフリー）　６位　笠原千裕
（同３×５㎞リレー）優勝　笠原千裕（日大連覇に貢献）
1/18　第 64 回国体予選会（ＷＷ尾瀬岩鞍）
少年女子　２位植田美菜　　少年男子　３位三浦右京　
成年女子Ａ　１位桑原由布子
成年男子Ａ　２位萩原一平　３位大竹　凛
1/19 ～第 4４回県高校総体スキー大会（スノーパーク尾瀬戸倉）
（インターハイ群馬県予選会）
（男子大回転）　準優勝　三浦右京　（女子大回転）　準優勝　植田美菜　
1/20 ～第 76 回群馬県スキー選手権大会（ＣＣは国体予選会兼）

（ＷＷ尾瀬岩鞍：草津音楽の森ＣＣコース）
（男子回転）３位大竹　凛（女子回転）４位植田美菜
（男子大回転）３位大竹　凛　４位三浦右京
（女子大回転）準優勝　桑原由布子
成年Ａ　（男子 10 キロクラシカル）優勝　飯塚　将
（女子５キロクラシカル）　優勝　笠原千裕　
1/26 ～第 45 回関東高校スキー大会（スノーパーク尾瀬戸倉）
（男子大回転）４位三浦右京
1/29 ～群馬県スキー技術選手権大会（ＷＷ尾瀬岩鞍）
２位萩原一平　７位吉野良孝　
1/31 ～北関東スキー技術選手権大会（ＷＷ尾瀬岩鞍）
６位萩原一平　16 位吉野良孝　※2名とも 3/9 ～全日本大会に出場

○目　的
聴覚障害者の福祉に理解と熱意を有する人に
対し、コミュニケーション手段の一つである
手話の実技指導を行うことにより手話通訳者
を養成し聴覚障害者の福祉の増進に資するこ
とを目的に行われます。
○日　時
【講義】　平成 22 年 5 月 15 日、6 月 26 日、
　　　　7月 31 日　
　　　（毎回土曜日　午前　10:00 ～ 12:00）
【実技】　
平成 22 年 5 月 19 日～ 12 月 15 日（11/3 を
除く毎回水曜日　午後 1:30 ～ 3:30）　または
平成 22 年 5 月 20 日～ 12 月 16 日（9/23 を
除く毎回木曜日　午後 7:00 ～ 9:00）
※会場、コース、日程等の詳細につきまして
　は問い合わせ窓口までお願いいたします。
○受講料
無　料（ただし教材費は受講者負担）
○対象者
県内に居住する方で手話通訳者全国統一試験
及び群馬県聴覚障害者コミュニケーションプ
ラザ手話通訳者認定試験を受験する意思があ
り全日程に出席できる方。
○会場・お問い合わせ
群馬県社会福祉総合センター（前橋市）
群馬県聴覚障害者コミュニケーションプラザ
☎027（255）6633

公式スキー大会記録コーナー
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おしらせ

広 報 か た し な        H22 . 02

おしらせ

11 広 報 か た し な        H22 .02

保

健

だ

よ

り

「
お
子
さ
ん
の
予
防
接
種
は
お
済
で
す
か
」

　

現
在
は
、
環
境
も
衛
生
的
に
よ
く

な
り
、
昔
の
よ
う
に
赤
痢
や
チ
フ
ス

に
感
染
し
亡
く
な
る
こ
と
も
殆
ど
な

く
な
り
ま
し
た
。

　

赤
ち
ゃ
ん
は
、お
母
さ
ん
か
ら
様
々

な
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
（
免
疫
）

を
も
ら
っ
て
生
ま
れ
て
き
ま
す
。　

し
か
し
、
そ
の
抵
抗
力
は
、
生
ま
れ

て
か
ら
早
く
て
３
カ
月
、
ほ
と
ん
ど

が
１
歳
ま
で
に
自
然
に
失
わ
れ
て
い

き
ま
す
。
そ
こ
で
、
感
染
症
を
予
防

す
る
た
め
に
予
防
接
種
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

予
防
接
種
は
、
個
人
の
身
を
守
る

だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
の
家
族
や
周

囲
の
人
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
予
防
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　

予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
接
種
期

間
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
接
種
時

　

２
月
号
で
は
、
東
小
川
穴
沢
に
お

住
ま
い
の
宮
田
勝
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

宮
田
さ
ん
は
昭
和
５
年
生
ま
れ
。

15
歳
で
光
井
木
材
に
入
社
、
上
小
川

の
木
材
工
場
に
勤
務
し
ま
し
た
。　

　

会
社
で
は
、
上
司
が
良
い
環
境
を

作
っ
て
く
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

読
書
を
趣
味
に
持
つ
こ
と
が
で
き
、

ゲ
ー
テ
や
北
原
白
秋
な
ど
を
読
ん
で

い
ま
し
た
。

　

途
中
、
財
閥
解
体
で
今
の
日
本
製

紙
の
社
員
と
し
て
定
年
ま
で
勤
め
ま

し
た
。

　

50
歳
を
過
ぎ
る
と
、
色
々
な
面
で

転
機
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
組
合
で
管
理
し
て
い
た
舞

茸
を
宮
田
さ
ん
が
引
き
継
い
だ
こ
と

と
、
以
前
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
中
国

探
訪
に
出
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

古文書解読の下書き
期
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、
副
反
応
に

対
す
る
保
障
や
費
用
補
助
の
対
象
か

ら
も
外
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
母
子
手

帳
と
予
防
接
種
手
帳
を
確
認
し
、
期

間
内
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
予
防
接
種
手
帳
の

内
容
で
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

麻
疹
風
疹
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
第
Ⅱ

期
・
Ⅳ
期
に
つ
い
て
対
象
の
方
は
、

年
度
末
ま
で
に
受
け
て
下
さ
い
。

と
で
す
。
書
道
や
歴
史
の
勉
強
を
始

め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
中
国
で
は

書
道
具
や
四
書
五
経
の
本
を
購
入
し

て
き
ま
し
た
。

　

朝
食
前
２
時
間
の
朝
仕
事
や
勤
務

後
に
半
紙
に
向
か
う
充
実
し
た
毎
日

で
し
た
が
、
平
成
２
年
甲
状
腺
を
発

病
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

病
気
の
特
徴
で
手
先
が
震
え
筆
を

操
る
こ
と
が
で
き
ず
書
道
は
断
念
し
、

書
道
具
は
知
人
に
あ
げ
て
し
ま
い
ま

し
た
。　

　

以
前
か
ら
漢
詩
や
漢
文
に
興
味
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
漢
字
や
漢
詩
の
勉

強
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

忙
し
か
っ
た
50
代
か
ら
定
年
を
迎

え
る
と
時
間
に
余
裕
を
も
て
る
よ
う

に
な
り
、
平
成
６
年
か
ら
古
文
書
を

読
む
会
に
参
加
し
、
村
内
の
各
種
古

文
書
を
解
読
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
沼
田
横
道
三
十
三
番
札

所
巡
り
を
大
竹
将
彦
さ
ん
達
と
楽
し

み
、
趣
味
と
し
て
菊
作
り
も
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
に
は
漢
字
検
定

を
始
め
、
10
級
か
ら
一
つ
ず
つ
合
格

し
19
年
内
に
１
級
を
取
得
さ
れ
ま
し

た
。
漢
字
検
定
と
同
時
に
漢
詩
・
漢

文
講
座
も
受
講
し
３
級
を
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

※

「
思
う
こ
と
は
大
体
し
て
き
た
が
、

東
小
川
の
歴
史
を
刊
行
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
が
、
実
現
で
き
ず
心
残
り

で
す
が
、
人
間
死
ぬ
ま
で
勉
強
と
、

こ
れ
か
ら
も
限
り
あ
る
人
生
を
、
古

文
書
を
始
め
先
達
が
残
し
て
く
れ
た

村
の
伝
統
文
化
を
後
世
に
伝
承
し
た

い
」
と
豊
富
を
話
す
宮
田
さ
ん
。

　

お
体
に
気
を
付
け
て
、
是
非
完
成

さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

資
料
に
目
を
通
す
宮
田
さ
ん

漢
字
検
定
の
テ
ス
ト
用
紙

輝
�
�
�
�
�

宮
田　

勝
さ
ん
（
東
小
川
）

平成２１年度　国保税第６期・村県民税普通徴収第４期　納税率調（税額）

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

国保税 村県民税普通徴収 村全体（国保税） 村全体（村県民税）
（平成 22年 1月 12 日現在）

白
根
・
丸
沼

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

利
根
沼
田
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

訓
練
生
募
集

　

当
校
で
は
、
平
成
22
年
度
の
訓
練

生
を
募
集
し
ま
す
。

　

訓
練
生
は
、
事
業
所
で
賃
金
を
受

け
、
働
き
な
が
ら
職
業
に
必
要
な
知

識
や
技
能
を
・
資
格
を
身
に
つ
け
ら

れ
ま
す
。

　

終
了
時
の
技
能
照
査
試
験
に
合
格

す
る
と
、
技
能
士
補
に
な
り
、
２
級

技
能
検
定
を
受
検
す
る
場
合
、
学
科

試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

●
科
目
及
び
期
間

　

木
造
建
築
科
（
３
年
）

●
訓
練
日　

毎
週
土
曜
日

●
入
校
資
格　
　

中
卒
以
上
、
定
年

退
職
者
、
45
歳
以
上
の
中
高
年
齢
者

●
申
込
期
限　

　

平
成
22
年
３
月
10
日
（
火
）

●
受
付
日　

毎
週
火
・
木
曜
日
午
前

中
及
び
土
曜
日
終
日

●
諸
経
費

・
入
校
金　
　
　

１
３
，
０
０
０
円

・
授
業
料　

月
額　

４
，
０
０
０
円

・
教
材
費　

年
額　

２
，
０
０
０
円

・
教
科
書　
　
　

１
０
，
０
０
０
円

・
道
具
代　

個
人
負
担

●
問
い
合
わ
せ
先

　

利
根
沼
田
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
　
　

☎（
２
２
）
４
９
０
４

●
雇
用
期
間
（
季
節
雇
用
）

　

平
成
22
年
５
月
上
旬
か
ら

　

平
成
22
年
10
月
下
旬
ま
で

●
募
集
人
員　

５
名
程
度

●
業
務
内
容

　

尾
瀬
地
区
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の

管
理
業
務
等

●
応
募
資
格
・
雇
用
条
件
・
応
募
方

法
等
は
募
集
要
項
を
参
照
に
必
要
書

類
を
平
成
22
年
２
月
26
日
（
金
）
ま

で
に
募
集
要
項
記
載
の
う
え
提
出
の

こ
と
。

●
応
募
書
類
の
送
付
先
及
び
問
い
合

わ
せ
先

　
（
財
）
尾
瀬
保
護
財
団

　

☎
０
２
７
（
２
２
０
）
４
４
３
１

　

平
成
21
年
分
所
得
税
・
消
費
税
・

贈
与
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

●
申
告
受
付
期
間

①
所
得
税

　

２
月
16
日
（
火
）
〜
３
月
15
日
（
月
）

②
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　

１
月
１
日
（
金
）
〜
３
月
31
日
（
水
）

③
贈
与
税

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税

平
成
22
年
度

尾
瀬
保
護
財
団
臨
時
職
員
募
集

　

２
月
１
日
（
月
）
〜
３
月
15
日
（
月
）

　
　
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。）

●
申
告
会
場　

　

沼
田
税
務
署

●
受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
申
告
時
の
お
願
い

　

昨
年
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方
で
、

税
務
署
か
ら
「
確
定
申
告
の
お
知
ら

せ
」
の
は
が
き
が
届
い
て
い
る
方
は
、

そ
の「
は
が
き
」と
昨
年
の
申
告
書「
控

え
」
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

e-Tax

（
電
子
申
告
）
に
つ
い
て

●
片
品
村
役
場
住
民
課
窓
口
で
電
子

証
明
書
の
取
得
（
有
料
）、
IC
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
購
入
な
ど
事
前
準

備
が
必
要
で
す
。

●
最
高
５
千
円
の
税
額
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
平
成
19
年
20

年
の
確
定
申
告
で
こ
の
控
除
を
受
け

た
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。）

●
電
子
申
告
に
よ
る
還
付
申
告
は
早

期
処
理
を
し
て
い
ま
す
。

●
添
付
書
類
の
提
出
ま
た
は
提
示
を

省
略
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
確
定
申

告
期
限
か
ら
３
年
間
、
書
類
の
提
出

ま
た
は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ
先　

沼
田
税
務
署

　

☎
０
２
７
８
（
２
２
）
２
１
３
１

（
自
動
音
声
案
内
）


	1-12P.pdf
	2-3P.pdf
	4-5P.pdf
	6-7P.pdf
	8-9P.pdf
	10-11P.pdf

